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る
よ
う
３
段
階
の
安
全
レ
ベ
ル

を
表
示
す
る
工
夫
を
し
て
お
り
、

安
全
レ
ベ
ル
別
の
避
難
所
の
数

は
、
高
台
に
あ
り
想
定
で
は
浸

水
し
な
い
レ
ベ
ル
３
の
避
難
所

等
が
15
か
所
、
浸
水
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
レ
ベ
ル
２
・
レ
ベ
ル

１
の
避
難
所
等
が
29
か
所
と
な

り
ま
す
。
ハ
ザ
ー
ド
ブ
ッ
ク
説

明
会
や
出
前
講
座
に
お
い
て
も
、

こ
の
安
全
レ
ベ
ル
の
解
説
を
行

い
、
避
難
行
動
に
際
し
て
の
判

断
材
料
と
な
る
よ
う
周
知
を
行

っ
て
い
ま
す
。

要
望

安
全
レ
ベ
ル
の
高
い
避

ま
す
。
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
建
造
物
で
は
、
指
定
当
時
、

あ
る
い
は
建
造
物
が
造
ら
れ
た

当
時
の
状
態
で
保
護
保
全
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
文
化
財
の

管
理
等
は
、
市
が
管
理
し
て
い

る
以
外
は
、
地
域
や
企
業
、
お

寺
、
神
社
な
ど
で
十
分
に
管
理

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

文
化
財
に
よ
る
市
街
地
活
性
化
は

質
問

歴
史
文
化
基
本
構
想
の

中
で
も
、
市
街
地
の
活
性
化
と

観
光
客
の
増
加
を
目
指
す
。
ま

た
、
見
学
コ
ー
ス
の
設
定
と
整

備
、
説
明
板
の
設
置
な
ど
に
よ

難
所
に
は
、
重
点
的
に
備
蓄
等

を
強
化
す
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

質
問

本
市
は
、
令
和
元
年
５

月
20
日
に
、
本
市
に
あ
る
代
表

的
な
沼
と
、
そ
こ
で
暮
ら
し
て

き
た
人
々
が
沼
と
の
共
生
に
よ

っ
て
育
ん
で
き
た
沼
辺
文
化
を

里
沼
と
し
て
申
請
し
、
文
化
庁

よ
り
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
本

市
へ
の
観
光
客
も
増
加
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
、

観
光
客
へ
の
避
難
所
等
の
情
報

提
供
も
必
要
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
本
市
の
取
組
を
お
伺
い

る
Ｐ
Ｒ
の
強
化
等
々
を
挙
げ
て

い
ま
す
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
取
組
を
進
め
て
い
く
考
え

が
あ
る
の
か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

文
化
財
巡
り
マ
ッ
プ
を
作
成
中

答

現
在
、
つ
つ
じ
の
ま
ち

観
光
課
に
お
い
て
、
文
化
財
と

土
産
、
飲
食
店
を
掲
載
し
た
マ

ッ
プ
を
作
成
中
で
す
。

　

市
民
や
館
林
市
を
訪
れ
る
人

に
わ
か
り
や
す
く
、
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
な
マ
ッ
プ
を

作
り
、
観
光
客
の
誘
致
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

文
化
財
の
防
火
対
策
は

し
ま
す
。

答

平
常
時
か
ら
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
ハ
ザ
ー
ド

ブ
ッ
ク
を
携
帯
電
話
端
末
で
閲

覧
が
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク

形
式
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
避
難
勧
告
等
を
発
令
す
る

際
は
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
に
よ

り
携
帯
電
話
端
末
で
受
信
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

要
望

災
害
は
広
範
囲
に
わ
た

り
ま
す
の
で
、
両
毛
６
市
だ
け

で
な
く
、
近
隣
自
治
体
と
も
連

携
を
強
化
し
て
対
応
し
て
い
た

だ
く
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

質
問

最
近
、
相
次
い
で
世
界

遺
産
登
録
文
化
財
の
火
災
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
本
市
の
国
登

録
指
定
文
化
財
で
あ
る
旧
館
林

二
業
見
番
組
合
事
務
所
に
は
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
て

い
な
い
が
、
ど
の
よ
う
に
防
火

対
策
を
進
め
て
い
く
考
え
な
の

か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

し
っ
か
り
巡
視
し
な
が
ら

答

防
火
対
策
は
、
し
っ
か

り
管
理
す
る
中
で
巡
視
を
す
る

と
と
も
に
、
地
域
の
方
々
と
も

協
力
し
な
が
ら
、
防
火
対
策
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

今
年
の
台
風
19
号
に
お

い
て
は
、
市
内
14
か
所
に
避
難

所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
各
避

難
所
の
水
害
時
の
安
全
性
に
つ

い
て
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答

本
市
で
は
、
浸
水
想
定

区
域
を
踏
ま
え
、
浸
水
時
に
使

用
不
可
能
と
な
る
避
難
所
と
避

難
場
所
を
除
い
て
、
洪
水
時
の

避
難
所
と
し
て
42
か
所
、
緊
急

館
林
市
指
定
文
化
財
の
現
状
は

質
問

現
在
、
館
林
市
に
お
い

て
指
定
さ
れ
て
い
る
文
化
財
等

は
、
国
指
定
１
件
、
県
指
定
９

件
、
市
指
定
35
件
、
登
録
文
化

財
８
件
の
53
件
と
、
最
近
指
定

さ
れ
た
１
件
を
加
え
て
54
件
に

上
っ
て
い
ま
す
。

　
指
定
さ
れ
た
場
合
、
ど
の
よ

う
な
制
限
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、

避
難
場
所
と
し
て
２
か
所
を
指

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
館
林

市
ハ
ザ
ー
ド
ブ
ッ
ク
に
お
い
て

は
、
本
市
の
地
理
的
特
性
か
ら
、

浸
水
想
定
区
域
に
避
難
所
等
を

設
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
か

ら
、
利
用
可
能
な
階
数
を
記
載

し
て
建
物
の
利
用
条
件
を
明
示

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
避
難

所
等
の
安
全
性
が
一
目
で
わ
か

管
理
に
要
す
る
経
費
等
の
負
担

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

市
・
企
業
・
寺
社
・
地
域
で

答

文
化
財
の
種
類
に
つ
き

ま
し
て
は
、
文
化
財
保
護
法
に

お
い
て
、
有
形
文
化
財
、
無
形

文
化
財
、
民
俗
文
化
財
、
記
念

物
、
文
化
的
景
観
、
伝
統
的
建

造
物
群
の
６
つ
を
定
義
し
て
い

自
然
災
害
時
の
危
機
管
理
と

　
　
　

水
防
対
策
に
つ
い
て
問
う

今
野
　
郷
士 

議
員

市
内
文
化
財
の
保
護
と

　

観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
に
つ
い
て

小
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信 
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員


